
 

６月の初めはまだ過ごしやすく感じますが、これから少しずつ暑くなり、雨が降る日も増えて、蒸し暑くな

りそうですね。疲れが溜まり、体調を崩しやすい季節になりますので、エアコンで温度と湿度を調整しながら

良好な睡眠を取って、今年の梅雨を乗り切ってください。皆さん、いかがお過ごしですか。院長の喜多です。 

６月からの歯科の保険改定では、①（18 歳未満の）小児を対象にしたものと、②50 歳以上を対象にした

もので、それぞれにお口の機能（口腔機能）の検査と評価を継続的に行い、お口の機能を向上させる、または

リハビリするためのトレーニング方法を指導するまでの内容が、積極的に保険診療に盛り込まれています。

乳幼児期を経て学童期までの小児は、心身の成長が著しい時期で、顎顔面の成長発育に伴って、食べる、の

み込む、話す、声を出す、顔の表情を出す、呼吸するなど、各機能も常にずっと発達し、獲得されて、習熟さ

れる過程にあります。小児の各成長の段階における正常な機能獲得の状態も日々変化するので、機能の発達

が遅れている（口腔機能発達不全症と診断される）状態、または、誤った機能が獲得されている状態があれ

ば、早い段階で発見し、その修正と回復の指導を行うことが重要視され、具体的な指導内容が検討されていま

す。 

現在、「小児の口腔機能発達評価マニュアル」と「口腔機能発達不全症チェックリスト」という資料を参考

に、「口腔機能発達不全症」の診断と評価の検査方法、トレーニングの指導の準備を進めているところです。

離乳完了前の新生児からが対象となり、例えば、哺乳に関する評価としては、しっかり乳首を口に含むことが

出来ているか否か、哺乳時間、哺乳量と授乳回数についても確認することが挙げられています（指導が困難な

時は専門機関へ紹介となります）。また、視診で乳児の口に中について、口唇、歯ぐきの形態、粘膜などの異

常の有無を調べます。その後の離乳完了後（18 か月以降）を対象とした診断、評価をする検査では、口唇閉

鎖力検査、舌圧検査、咬合力測定検査などがあります。舌圧検査と咬合力測定検査は、50 歳以上を対象とす

る「口腔機能低下症」の診断にも用いられます。これから、口腔機能に関する各検査は、体力測定と同じ位に

気軽にとらえて頂き 現在 腔機能 状況を知る簡単な方法として 皆様にご活用頂けましたら幸いです

きた歯科だより
発行/ きた歯科医院  〒520－2331 野洲市小篠原 2215  ☎077-588-5885

ホームページ httpｓ ://www.kita-dental.jp  Ｅメール info＠kita-dental.jp

～Vol.16９あなたの生活に役立つ情報が満載のきた歯科医院だよりです～ 



  



  



   


